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弘
経
寺
だ
よ
り 

開
山
上
人
を
偲
ぶ 

弘
経
寺
主
管 

金
田
大
祐 

先
月
号
で
故
江
口
定
信
住
職
の
御
言
葉
、

「
人
間
は
行
動
し
た
後
悔
よ
り
も
、行
動
し

な
か
っ
た
後
悔
の
方
が
大
き
い
」
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。 

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う
と
す
る

と
き
は
十
分
な
準
備
を
し
て
か
ら
、満
を
持

し
て
や
る
の
が
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で｢

誰
も
明
日
の
命
を

保
障
し
て
く
れ
な
い｣

と
考
え
れ
ば
、｢

今
し

か
チ
ャ
ン
ス
が
な
い｣

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

行
動
し
な
け
れ
ば
生
き
る
意
味
す
ら
失
っ

て
し
ま
う
。 

故
江
口
住
職
は
後
者
の
生
き
方
を
選
ば

れ
た
。
だ
か
ら
、
弘
経
寺
の
本
堂
が
再
建
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
弘
経
寺
に
と
っ
て
は

大
変
幸
福
な
こ
と
で
あ
る
。 

十
分
な
備
え
を
し
て
か
ら
行
動
し
な
い

と
失
敗
す
る
、
か
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も

機
が
熟
す
る
の
を
待
っ
て
い
て
は
何
も
で

き
な
い
。
で
は
、
良
肇
上
人
が
弘
経
寺
を
開

山
し
た
時
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

良
肇
上
人
は
、
始
め
は
浄
土
真
宗
報
恩
寺

に
入
門
し
た
が
、
後
に
常
陸
瓜
連
の
常
福
寺

開
山
の
成
阿
上
人
に
つ
い
て
学
び
浄
土
宗

に
改
宗
。
そ
の
後
取
手
の
本
願
寺
に
て
聖
冏

上
人
の
教
化
を
受
け
、
一
三
八
三
年
相
模
国

小
田
原
に
伝
肇
寺
を
開
創
し
、
一
三
九
七
年

か
ら
横
曽
根
安
養
寺
に
寄
寓
し
た
。そ
し
て
、

一
四
一
四
年
に
飯
沼
に
弘
経
寺
を
開
山
し

た
。 私

は
、
良
肇
上
人
は
非
常
に
行
動
的
な
お

方
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
前
述
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
人
生

は
送
れ
な
い
と
思
う
。
い
つ
も
行
動
的
で
、

い
つ
も
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
を
続
け
た

人
だ
と
思
う
。
き
っ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
試
し
、
行
動
し
続
け
た
先
に
弘
経
寺
の
開

山
が
あ
っ
た
の
だ
。 

六
月
三
日
は
開
山
忌
。
私
に
と
っ
て
二
度

目
の
開
山
忌
は
本
堂
の
上
棟
式
と
同
日
開

催
と
い
う
大
き
な
意
味
の
あ
る
法
縁
と
な

る
。
嘆
誉
良
肇
上
人
が
弘
経
寺
を
開
山
し
て

か
ら
今
年
で
五
九
三
年
目
と
な
る
が
、
本
堂

の
改
修
事
業
を
通
し
て
、
か
く
も
長
い
年
月

を
経
て
今
に
到
る
弘
経
寺
の
歴
史
の
一
部

に
携
わ
れ
る
こ
と
は
本
当
に
光
栄
な
こ
と

で
あ
る
。｢

開
山
上
人
を
偲
ぶ｣

と
は｢

開
山

上
人
の
よ
う
に
行
動
す
る｣

こ
と
だ
と
心
得

て
、
本
堂
の
再
建
に
力
を
尽
く
し
て
行
き
た

い
。 

 開
山
忌 

弘
経
寺
開
山
嘆
誉
良
肇
上
人
を
偲
ぶ
法

会
、
開
山
忌
を
六
月
三
日(

日)

に
左
記
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
本
堂
の
上
棟

と
時
期
的
に
重
な
る
た
め
、
上
棟
式
と
同
日

開
催
と
な
り
ま
す
。
是
非
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

記 
·  

日
時 

平
成
十
九
年
六
月
三
日(

日)

午
後
二
時 

·  

会
場 

弘
経
寺
新
書
院 

 弘
経
寺
新
住
職
に
楠
美
知
仁
上
人 

故
江
口
定
信
上
人
の
後
任
と
し
て
大
本

山
増
上
寺
執
事
長
に
楠
美
知
仁
上
人
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
別
院
弘
経

寺
第
八
十
七
世
住
職
に
楠
美
知
仁
上
人
が

就
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

六
月
三
日
の
上
棟
式･

開
山
忌
に
は
弘
経

寺
に
お
出
で
に
な
り
、
お
導
師
を
お
勤
め
い

た
だ
き
ま
す
。
午
前
十
時
か
ら
の
上
棟
式
と

午
後
二
時
か
ら
開
山
忌
は
楠
美
新
住
職
と

初
め
て
お
目
に
か
か
る
機
会
に
な
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 楠
美
知
仁
新
住
職
略
歴 

·  

昭
和
十
六
年
九
月
八
日
生 

六
十
五
歳 

·  

昭
和
三
十
九
年
三
月 

大
正
大
学
文
学

部
史
学
科
卒
業 

·  

青
森
教
区
正
覚
寺
第
三
十
三
世
住
職 

·  

平
成
十
年
四
月
学
校
法
人
青
森
山
田
学

園
理
事 

·  

平
成
十
二
年 

増
上
寺
協
議
員
就
任 

·  

平
成
十
四
年 

御
忌
唱
導
師 

·  

平
成
十
九
年
二
月 

浄
土
宗
開
教
振
興

協
会
副
理
事
長 

  千
姫
ま
つ
り
開
催
さ
る 

常
総
市
恒
例
の
行
事
、
千
姫
ま
つ
り
が
五

月
十
三
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
弘
経

寺
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
十
二
日
と
十
三

日
の
二
日
間
、
鈴
木
祐
子
さ
ん
、
蓮
沼
万
里

さ
ん
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
伊
沢

達
也
氏
に
よ
る
弘
経
寺
写
真
展
、
飯
田
宗
藤

先
生
と
そ
の
お
社
中
に
よ
る
献
茶
式
と
お

茶
会
、
常
総
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
千
姫
遺

品
展
、
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
充
実

し
た
内
容
で
今
年
も
沢
山
の
方
々
に
ご
参

拝
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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お
忙
し
い
中
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
ま
し

た
お
檀
家
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、
今
年
も
無
事
千

姫
ま
つ
り
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
の
千
姫
ま
つ
り
の
頃
に
は
立
派
な
新
し

い
本
堂
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
の
で
、
弘
経
寺
に
と
り
ま
し
て
は
記

念
す
べ
き
千
姫
ま
つ
り
に
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
来
年
も
是
非
ご
参
加
、
お
手
伝
い

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

     本
堂
改
修
工
事
ニ
ュ
ー
ス 

入
母
屋
部
分
の
小
屋
組
み
が
順
調
に
続

け
ら
れ
、
新
本
堂
の
屋
根
の
形
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
も
入
母
屋
、
千
鳥
、
唐
破
風

部
分
の
小
屋
組
み
作
業
は
進
行
中
で
、
屋
根

仕
舞
い
や
床
組
み
も
始
ま
り
、
上
棟
式
の
準

備
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

上
棟
後
は
い
よ
い
よ
本
格
的
な
床
組
み
、
瓦

葺
の
作
業
に
入
り
ま
す
。
新
し
い
本
堂
が
そ

の
お
姿
を
少
し
ず
つ
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

是
非
工
事
の
進
行
状
況
を
見
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。 

上
棟
式 

左
記
の
通
り
上
棟
式
を
厳
修
し
ま
す
。 

こ
の
度
の
本
堂
改
修
は
四
〇
〇
年
に
一

度
の
大
事
業
で
す
の
で
、
上
棟
式
も
一
生
に

一
度
の
遇
い
難
い
法
縁
と
な
り
ま
す
。
楠
美

新
住
職
御
導
師
に
よ
る
上
棟
式
の
後
、
建
築

士
、
職
人
さ
ん
方
に
よ
る
工
匠
式
が
営
ま

れ
、
最
後
に
餅
撒
き
の
儀
式
が
あ
り
ま
す
。

是
非
御
来
山
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。 

記 
·  

日
時   

平
成
十
九
年
六
月
三
日(

日)
午
前
十
時 

·  

会
場    
弘
経
寺
本
堂 

 

建
設
委
員 

世
話
人
の
交
代
に
伴
い
、
大
口
上
地
区
は

石
塚
英
夫
さ
ん
か
ら
石
塚
鉄
雄
さ
ん
に
、
溜

井
地
区
は
石
塚
正
美
さ
ん
か
ら
中
村
隆
さ

ん
に
建
設
委
員
が
交
代
し
ま
し
た
。落
慶
に

向
け
て
重
要
で
忙
し
い
最
中
の
世
話
人･
建

設
委
員
へ
の
就
任
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 御
浄
財
勧
募
の
ご
報
告 

平
成
十
九
年
四
月
ま
で
に 

四
七
、
二
八
一
、
〇
六
三
円 

の
本
堂
改
修
工
事
の
た
め
の
ご
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

                         

清
掃
当
番 

先
月
一
日
に
細
野･

六
軒
地
区
の
皆
様

に
境
内
を
大
変
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
月
の
境
内
清
掃
日
は
五
月
二
十
七

日(

日)

で
す
。
当
番
地
区
は
大
口
、
庄
右

衛
門
新
田
、
大
口
新
田
地
区
で
す
。
当
日

は
午
前
八
時
集
合
で
雨
天
の
場
合
は
室

内
の
清
掃
を
お
願
い
し
た
く
存
じ
ま
す
。

当
番
地
区
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

       

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
々
が

極
楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
月
二
一
日 

落
合 

林
一 

殿 

九
三
歳 

四
月
一
九
日 

落
合 

好
子 

殿 

七
一
歳 

四
月
二
一
日 

神
林 

そ
よ 

殿 

八
五
歳 

四
月
三
〇
日 

飯
田
美
代
子
殿 

七
四
歳 

五
月
一
七
日 

富
山 

薫
雄 

殿 

九
七
歳 


